
書式第 12号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 3年度 事 業 報 告 書

1 事業の成果

(1)心理社会的支援活動事業

(ア)サポー ト事業

同じような境遇にあるがん患者同士が出会い、語り合うことで不安や悩みを解消したり、“自分ら

しい"生き方を取り戻すことを目的として、発症部位別の大腸がんサポー トグループ、また男女区

別なくがんが発症した患者のためのサポー トグループや乳腺・子官・卵巣といった女性特有の部位

にがんが発症した患者のための女性サポー トグループ、さらに近年話題となつている就労している

がん患者を対象としたサポー トグループを編成、さらに出張サポー トグループとして柏市の協賛を

得た柏サポー トグループと大阪マラソンの寄附金による大阪サポー トグループを企画し、看護師、

社会福祉士及び臨床心理士といった専門家によってファシリテー トされるグループ療法を提供し

た。各グループは月 1～2回、年間 80回開催し、延べ 278人ものがん患者及び家族に対しグルー

プ療法を提供した。サポー トグループを開催するにあたり、参加者のマスク着用、入室時の検温と

アルコール手指消毒の徹底、窓開けによる常時換気と空間清浄機の併用による感染症対策を講じ、

開催時間を 30分短縮、1回 60分として提供した。

なお、令和 2年頭から新型コロナウイルス感染症が世界的にまん延するなか、わが国では令和 3年

度も4月 25日 (日 )～6月 20日 (日 )/7月 12日 (月 )～9月 28日 (火)の期間に緊急事態宣

言が発出されたため、同期間の Face‐ b・Faceでの事業を中止し、代替策として令和 2年度から開

始した Z∞mを活用した「オンラインカフェ」を毎月 1回、年間 9回開催し、延べ 40人のがん患

者にオンラインでの対話機会を提供した。

(イ )医療相談事業

外科および緩和ケアを専門とする医師 2人による医療相談を毎週水曜日に開催し、がん患者及び家

族 8人に対して対面/電話でア ドバイスを行った。

なお、令和 2年頭から新型コロナウイルス感染症が世界的にまん延するなか、わが国では令和 3年

度も4月 25日 (日 )～6月 20日 (日 )/7月 12日 (月 )～9月 28日 (火)の期間に緊急事態宣

言が発出されたため、同期間の医療相談は無料の電話相談として提供した。

(2)技術的支援活動事業

(ア )リ ラクセーション事業

がん患者及び家族を対象として、①自律訓練法講座を月 2回、計 11回開催、延べ 13人が参加、②

ヨーガ講座を月 2回、計 14回開催、延べ 65人が参加、③アロマテラピー講座を令和 3年 12月 か

ら月 1回、計 4回開催、延べ 7人が参加、④コーラス講座(いきのちから合唱団)を月 2回、計 14

回開催、延べ 187人が参加、3種の講座合計 43回開催、延べ 272人のがん患者及び家族に対し提

供した。

なお、令和 2年頭から新型コロナウイルス感染症が世界的にまん延するなか、わが国では令和 3年
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度も4月 25日 (日 )～6月 20日 (日 )/7月 12日 (月 )～9月 28日 (火)の期間に緊急事態宣

言が発出されたため、同期間の Face‐ b‐Faceでの事業を中止した。

(3)普及啓発活動事業

(ア)講演会

がん患者及び家族、市民に対し、がんに関する意識 0知識の向上を目的とした第 19回ペイシェン

ト・アクティブ・フォーラムを録画収録し公式ホームページでオンデマンド無料配信する予定であ

ったが、新型コロナウイルス感染症の影響で収録を断念し中止した。

(イ )市民向けセミナー :第 11回 がんを学ぶセミナーTOKY0

関東圏在住のがん患者とそのご家族に対するがんに関する意識・知識の向上を目的にセミナーを

令和 4年 2月 5日 (土)にがんサポー トコミュニティー (東京)にて開催、新型コロナウイルス

感染症対策として常時換気、空間清浄機の設置、人数制限をしたなかで、対面と Zoomに よるオ

ンラインとのハイブリッド開催とし、対面 4人 とオンライン3人の計 12人が参加した。がんを自

ら体験した薬剤師であリキャリアコンサルタントでもあ を講師に招いて「あなたの

「働きたい」を支えたい」をテーマに講演いただいた。

(ウ)令和3年度豊島区がん対策推進特別講演会&合唱団いきのちからコンサー ト2021

豊島区と小児がん対策国民会議と共催し、がん患者及び家族、市民に対し、がんに関する意識・知

識の向上を目的とした豊島区主催の「令和 3年度豊島区がん対策推進特別講演会」とがんサポー ト

コミュニティー主催の「がん患者が歌う合唱団いきのちからコンサー ト2021」 をジョイントさせ、

令和 3年 12月 20日 (月 )に南大塚ホール (東京)にて池袋保健所の指導のもと感染症対策を講じ

て開催、89人が参加した。令和 3年度豊島区がん対策推進特別講演会では講師に

に「ライフステージに応じてがんに

向き合う～小児・パA世代から高齢者まで～」をテーマに講演いただいた。合唱団いきのちからコ

ンサー ト2021ではがん体験者 14人がソプラノ/アル ト/テノール/バスに分かれ、春に/わた

しは月にはいかないだろう/■s縫」ay/世界に一つだけの花/Thelb∞～愛は花、君はその種子

/Joy b the world～ もろびとこぞりて/あ ら野のはてに/Sient Night～ 聖夜の全8曲を合唱した。

加えてイベントを録画収録し公式ホームページでオンデマンド無料配信予定である。

(工)教育研修事業

将来サポー ト事業ならびに地域におけるサポー ト活動を担う人材育成のために、「ファシリテータ

ー研修プログラム」を開発し、エーザイ株式会社との共催により令和 4年 1月 8日 (土)～9日 (日 )

にエーザイ東京コミュニケーションオフィス (東京)で実施予定だったが、新型コロナウイルス感

染症の影響で中止した。

(オ)大阪マラソン

ランナーがそれぞれ選択したテーマに 500円 ずつ寄付するチャリティマラソンとして令和 2年 11

月 29日 (日 )に開催予定だった第 10回大阪マラソンが、新型コロナウイルス感染症の影響で中

止となった。そのため、令和 4年 2月 27日 (日 )に第 10回大阪マラソン・第 77回びわ湖毎日マ

ラソン統合大会として再度予定されましたが、新型コロナウイルス感染症の影響でエリー トランナ

ーのみの参加となり、チャリティランナーの参加が見送られた。2月 25日 (金)～26日 (土)に

インテック大阪で開催予定だったEXP02021も中止となり、ランナー3万人 2,000人を含む 5万



5,000人に対する「がんにならない、がんになっても自分らしく生きる社会」をめざした、がん検

診受診と大阪サポー トグループの認知向上の普及啓発活動も実施できなかった。

(力 )説明会

がん患者及び家族に対して、がんサポー トコミュニティーの活動事業を紹介するために毎週金曜日

に開催 した。8回開催 し、12組が参加 した。

(キ)がんサポ通信

がん患者及び家族、市民に対して、がんサポー トコミュニティーの活動事業を紹介するために年 2

回発行、1回あたり2,000部を配布予定だったが、新型コロナウイルス感染症の影響でがん患者と

その家族との交流機会と情報発信の頻度を高くするために News Letterと して毎月 1回発行、配布

した。

(4)調査研究及び情報交換事業

(ア)患者交流事業

①第 4回 とわの会 :令和 2年 10月 16日 (土)に事務所においてサポー ト事業に参加していた患者が

亡くなり、その遺族に対するプログラムとして第 4回 とわの会を開催予定だったが、新型コロナウ

イルス感染症の影響で中止した。

(ウ )がん対策の15年を振り返るワーキンググループ

がん対策基本法成立から 15年が経ったことを受けて、医療者、患者団体リーダー、政策研究者及

び関連企業と協働し、がん対策のこれまでの 15年を振り返る検証とこれからの 15年に向けた提言

を「がん対策白書」としてとりまとめ、令和 4年 3月 1日 に発刊した。

(ウ )その他

第一三共と劇団四季が主催する「家族のきずなシアター」に後援し、がん患者及び家族 125組 500

人を招待し劇団四季ミュージカル 「ライオンキング」を四季劇場 [夏](東京)にて観劇予定だっ

たが、4月 20日 (火)に新型コロナウイルス感染症の影響で中止を決定した。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業              (事 業費の総費用 【 20,983 】千円)
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技術的
支援活動事業

リラクセーション事業 :患
者及び家族に対するヨー
ガの指導は新型コロナウ
イルス感染症対策のため
人数制限して実施。

原則

第 1 '3

日木曜

事務所 1人

が ん 患

者・家族、

市民

65人

2,679

リ
ヨ
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コ

ラクセーション事業 :患
及
ア

び家族に対するアロ
ラピーの指導は新型
ナウイルス感染症の
で中止。

ロ

影響

原則

第 3

金曜 日

事務所 1人

が ん 患

者・家族、

市民

7人

リ
者
訂:|

ラクセーション事業 :患

及び家族に対する自律
練法は新型コロナウイ
る感染.症対策を講じて
導 を実施。

ル

指 |

原則

第 1・ 2

火曜 日

事務所 1人

が ん 患

者・家族、

市民

13人

リラクセーション事業 :患
者及び家族に対するコー
ラスの指導は新型コロナ
ウイルス感染症対策のた
め人数制限して実施。

原則

第 1・ 3

月曜 日

南大塚地域
文イ鮪1造館

4人
が ん 患

者・家族
187人

新型 コロナ ウイルス感染
症対策として k)uTubeを
活用した「お うちで簡単ヨ

=ガ
」としてヨーガ講座の

動画を配信。

随時 事務所 3人
が ん 患

者・家族
3,504人

新型コロナウイルス感染
症対策として X》Jhbeを
活用した音楽療法講座の
動画を配信。

随時 事務所 3人
が ん 患

者・家族
331人

普及啓発

活動事業

市民啓発を目的とした講
演会「第 19回ペイシェン
ト・アクテイブ・フォーラ
ム」は新型コロナウイルス
感染症の営業で中止。

オンデマンド

配信
配信 0人

がんに関

心のある

一般市民

0人

4,257

市民啓発を目的とした「第
11回がんを学ぶセ ミナー
TOKYO」 を新型コロナウ
イルス感染症対策 して対
面 とオンラインとハイブ
リッド開イ崖。

2月 5日 事務所 3人

関東圏の

が ん 患

者・家族、

市民

7人

1令和 3年度豊島
対策推進特別講演
唱団いきのちか ら
― 卜」を新型コロナ
ス感染症対策のた |

制限して開催。

区がん
会 &合
コンサ
ウイル
め人数

12月 20日 南大塚ホール 12人

が ん 患

者・家族、

市民

89人

「令和 3年度豊島区がん
対策推進特別講演会&合
唱団いきのちからコンサ
ー ト」を令和 4年度オンデ
マンド無料配信予定。

オンデマンド

配信
事務所 4人

が ん 患

者・家族、

市民

0人

覆遷男響扇響香畠替篭拒
「7ァ _シ リテーター研修」
は新型 コロナウイルス感
染症の影響で中止。

1月 8日

～9日

エーザイ

東京コミュニ

ケーション

オフィス

0人

関東圏の

がん専門

相談員

0人



普及啓発

活動事業

広く市民に対するがん啓
発を目的とした「大阪マラ
ソンEXPO」 は新型コロナ

率正タ
ス感染症の影響で

2月 25日

～26日

インテックス

大阪
0人 市民 0人

ゼ名勤嘉界ど香誇旨せた
「説明会」を開催。

原則とし

て金曜日
事務所 4人

が ん 患

者・家族
12人

広く市民に対する活動紹
介として「がんサポ通信」
発行は新型コロナウイル
ス感染症の影響で中止、
「News]降t"r」 を発行。

毎月 1日 事務所 10人

が ん 患

者・家族、

市民

4,000人

広 く市民に対するがん啓
発を目的とした「がん患者

蓬誓Fプ
リCAN.」 を開発、 随時 事務所 3人

が ん 患

者 0家族、

市民

1,300人

がん患者及び家族に対し
て関係図書を頒布。 随時 事務所 2人

が ん 患

者・家族
300人

調査研究及び

情報交換事業

コ ロ

がん患者の
る「とわの
ナウイルス
中止。

10月 16日 事務所 0人 遺族 0人

2,055

がん対策の 15年を振 り返
るワーキンググループ :市
民 レベルで 「がん対策白
書」を制作し発刊

4月 1日

～3月 1日
事務所 11人

が ん 患

者・家族、

市民

1,000ノに

その他 :患者及び家族に対
し家族の絆を深める「家族
のきずなシアター」は新型
コロナウイルス感染症の
影響で中止。

四季劇場

[夏]

0人
が ん 患

者・家族
0人

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【    】千円)

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)

該当なし



書式第 13号 (法第 28条関係 )

令和 3年度

事 業 報 告 用

活動計算書 (その他事業が上登場合)

特定非営利活動法人がんサポー トコミュニティー

単位 :円
霊 ロ ′1ヽ 1汁 合 計

、】 経 収

正会員受取会費
賛助会員受取会費

100,000

7,590,000

7,OgD,001

2 受取■
導・コ

會
手附金 22.773.430

22,773,431

200,000
186.000

380,000

4

技術的支援活動事業収益
50,000

282,500

■2,500

受取利息 521
1_423_960

1,■2■,欄1

32α涸.411

給料手当
特別手当
法定福利費
中退共保険料
サポーター費用

広報活動費
旅費交通費
通信費
消耗品費
事務用品費
新聞図書費
会議費
家賃
水道光熱費
会場使用料
支払手数料

7,893,760
1,720,000
1,145,688
456,000

1,568,500
963.600

~~7T爾
扇爾

1,067,917
828,690
392,890
262,644
564,580
132,000

1,380

3,326,400
178,955

99,180
265,292
115_573

7,露百,501

給料手当
特別手当
法定福利費

交際費
通信費
租税公課
消耗品費
事務用品費
諸会費
会議費
家賃
水道光熱費
保険料
リース料
支払手数料

ニユ_聾卑製

601,600
325,000
266,473
120,000

24.000

2,`B7,麟日

102,480

2,900
3,639
2,400

104,551

101,000

10,000
3,000

369,600
19,883

23,040
563,472

5,273
32.130

1,3日,調8

30日■4`1
薔 24.663.`

』 』 俸 螢

“

A B 7 0■2 021

]睡 外 :

過年度損益修正益
0

0

外 1 E姜
D】 ヨ■: 界

0

0

0
外

i 期 経 1 外 C D
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56_407_321

正 64.350.1

…

_]

彙取勁晟會警
受取協賛金
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金
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心理社会的支援活動事業収益
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書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 3年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人がんサポー トコミュニティー

百 目 金 額 小 計・ 合 計

現金預金

1

工具器具備品

電話加入権

敷金

64,269,076
64,269,076

“

。269,01

234,625
234.625

42,840
2,3蠅

562,800
562,800

840_1

【A】 資 産 合 計 ①+② 65,109,341

預 り金 174,449
584.650

_____"■ ■■___口_
759,099

7田 ::

759.〔

56,407,321
7,942,921

64.3m.2`

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 65,109,341

【」 】 壼 産  | )‐

‐‐‐‐~1::ill;‐ ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐~‐ ‐‐‐‐‐‐~¨¨‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐~~~‐ ‐~~~~~‐~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~・~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

3-■■_■=」E_ユ_」 tl

コ矩ョi誦函否膏
「

・
T・FT‐■「マ:区III三:=三

=正
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16

令和 3年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人がんサポー トコミュニティー

重要な会計方針
計算書類の作成は、 NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日 一部改正 NPO法人会計基準協議会 )

によつています。
(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
該当なし

(2)固定資産の減価償却の方法
工具器具備品の減価償却は定額法によっています。

(3)引 当金の計上基準
該当なし

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

施設の提供等の物的サービスの受入れは、活動報告書に計上しています。
また計上額の算定方法は「3.施設の提供等の物的サービスの受入の内訳」に記載 しています。

(5)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

2.事 業別損益の状況

合計
心理社会的
支援活動事業

技術的支援
活動事業

普及啓発
活動事業

調査研究及び
情報交換事業

事業部門計 管理部門科 目

256.407

1,366,200
4,099,218

200,000
186,000

128.203

683,100
2,049,609

0

6,831,000
20,496,087

200,000
186,000

332,500
1.282.033

∞

００

３４

　

　

　

４４

０

９

７

　

　

　

　

　

２

０

５

７

　

　

　

４

100,000
7,590,000

22,773,430
200,000
186,000
332,500

1,424.481

4,098,600
12,297,651

50,000
769,220

683,100
2,049,609

282,500
128,203

3.278.791 32.606.41117.215。 471 6,107,825 2,860,912 29,327,620

1,601,600
325,000
266,473
120,000

0

24,000
0

9,495,360
2,045,000
1,412,161

120,000
963,600
480,000

1.568.500

4,736,256
1,032,000
687,413

0

578,160
273,600
872.500

789,376
172,000
114,569

0

96,360
45,600

676.000

1,578,752
344,000
229,137

0

192,720
91,200
20,000

789,376
172,000
114,569

0

96,360
45,600

0

7,893,760
1,720,000
1,145,688

0

963,600
456,000

1,568,500
1.217.905 13.747.548 16.084,6218。 179,929 1,893,905 2,455,809

24,017
217,896

45,837
56,458
13,200

332,640
17,895

26,529
11.557

39,289

48,179
112,916
26,400
1,380

78,578

ｎ
Ｖ

Ａ
υ

Ｑ
υ

ハ
Ｖ

６

３

６

53,058
23.114

ｎ

ｖ

302

Ｑ
Ｖ

６
０

Ｑ
一

ｒ
０

301,767
13,236

24,090
56,458
13,200

332,640
17,895

26,529
11.557

39,289

1,067,917
828,690

0
392,890

0

262,644
564,580
132,000

1,380
0

3,326,400
178,955

0

0

99,180
265,292
115,573

0

102,480
2,900
3,639
2,400

104,551

101,000
0

3,000
10,000

369,600
19,883

563,472
23,040

0

5,273
32,130

1,067,917
931,170

2,900
396,529

2,400
367,195
665,580
132,000
4,380
10,000

3,696,000
198,838
563,472
23,040
99,180

270,565
147,703

144,100
439,256

144,538
338,748
79,200

1,995,840
107,375

99,180
159,176
69,345

235,734

7.235.501 1.343.368 8.578.8693.812.492 785,318 1,801,030 886,661
24.663.49011.992.421 2,054,566 20,983,049 3,680,441

-401.650 7.942.921464,189 1,850,986 806,346

I 経常収益
1・ 受取会費

正会員会費
賛助会員会費

2.受取寄附金
3.受取協賛金

受取受託金
4 事業収益
5 その他の収益
経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費

給料手当
特別手当
法定福利費
福利厚生費
外注費
中退共保険料
サポーター費用

人件費計
(2)その他経費

広報活動費用
旅費交通費
交際接待費
通信費
租税公課
消耗品費
事務用品費
図書費
会議費
諸会費
家賃
水道光熱費
リース料
保険料
会場使用料
支払手数料
減価償却費
その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

1/2



内容 金 額 算定方法

該当な し

4

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通 りです。
当法人の正味財産は 0円ですが、そのう 0円 は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は 0円 です。

5.固 定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事

項

事業費と管理費の接分方法
・収入に関して、年間登録料、賛助会費及び寄付金については使用割合によつて、事業費 (90%)、 管理費 (1096)に

接分した。さらに事業費について心理社会的支援活動事業 (60%)、 技術的支援活動事業 (10%)、 普及啓発活動事業

(2096)、 調査研究及び情報交換事業 (10%)に接分した。なお、収入のうち正会員費については10096管理費とした。
・支出に関して、事業部門に直接関係する経費はその事業部門に配賦 し、共通については以下の基準で接分した。地代家

賃及び水道光熱費については、建物面積比によつて事業費 (9096)、 管理費 (10,6)に接分した。また事業内の人件費及び共通
の経費については、使用割合によって心理社会的支援活動事業 (6096)、 技術的支援活動事業 (1096)、 普及啓発活動事業

(2096)、 調査研究及び情報交換事業(10%)に接分した。
その他の事業に係る資産の状況

該当なし

7

ハ０

内 容 期首残高 備 考

合計

減 少科 目 取得

382,328

42,840

562.800

△ 147,703 234,625

42,840

562.800

382,328

42,840

562,800
987.968 987,968 △ 147,703 840,265

有形固定資産
工具器具備品

無形固定資産
電話加入権

投資その他の資産

敷金
合計

科 目 期首残高 当期借入 当期返済

合計

内役員及び

近親者 との
政弓!

科 目

計算書類に

計上された
金額

(活動計算書)

活動計算書計

(貸借対照表)

貸借対照表計

2/′2



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和 3年度 財産目録

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人がんサポー トコミュニティー

目 金  額 ′1ヽ   1+ 合  計

1

1 産  の

現金預金
手元現金
みずほ銀行 普通預金 赤坂支店
みずほ銀行 普通預金 神谷町支店
三井住友銀行 普通預金 赤坂支店
三菱東京UFJ銀 行 普通預金 虎ノ門支店

郵便振替口座

144,930
7,035,453

23,673,323
14,917,817
16,036,480
2,461,073 64,269,076

lMI.269r07

(1)有移口定資産
工具器具備品

空気清浄機
パソコン

52,584
182,041 234.625

(2)無形固定資産
電話加入権

虎ノ門ガーデン事務所 42,840 42,840

(3)投資そり他の資産
敷金

虎ノ門ガーデン事務所 562,800 562,800
.ヨロにヒ

【A】 資 産 合 計 ①+② 65,109,341

【1 】 負 優 ( 》 1日5

源泉徴収税
社会保険料
住民税

未払金
印刷代、動画等作成料

47,137
93,712
33,600

584,650

174,449

584,650

:鶴:

0

【B-1】 負 債 合 計 ③+④ 759,099

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 64,350,242



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

1

令和3年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を出載した名簿)

特定非営利活動法人がんサポートコミュニティー

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬 を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

1 ① 監事
アツミ   タカユキ 令和3年4月 1日

令和4年 3月 31日

年  月  日

年  月  日渥美 隆之

2 (垂)。 監事
エント

゛
ウ キミヒサ 令和3年4月 1日

令和4年3月 31日

年 月

月

日

日年遠藤 公久

3 (曇)・ 監事 タナカ   ヨシヒテ
゛

令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年  月  日

年  月  日田中 義英

4 〇
・監事

ナカカ
゛
ミ ユリコ 令和3年4月 1日

令和4年 3月 31日

年 月

月

日

日年中神 百合子

Ｆ
Ｄ 〔理)・ 監事 オクハラ  ヒテ

゛
モリ 令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年  月  日

年  月  日奥原 秀盛

′
０ (理)・ 監事 ナカカ

゛
ワ  ノフ

゛
ユキ 令和3年4月 1日

令和3年8月 6日

年

年

月

月

日

日中川 信幸

7 (理⊃・監事
カタヤマ  カス

゛
ヒロ 令和3年4月 1日

令和4年 3月 31日

年

年

月

月

日

日片山 和宏

8 理藪延∋
キヨノ  ヨシオ 令和3年4月 1日

令和4年 3月 31日

年  月  日

年  月  日清野 吉雄

9 理事(監垂)
マツムラ  ユキオ 令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年 月

月

日

日年松村 行雄

10 理事・監事

年  月  日

年 月 日

年   月   日

年 月 日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)

設立 中事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

〓イ
一

テ
一

二ユ
一

ミ

一
コ
一

Ｌ
〓

コ
ヽ
一

↓
里

サ
一

ん
一

が
一

人
一

法
一

勤量型営卜
二

ヨ
ヲ一

定
一

登

氏   名

1 屋 美 隆 之

2 片 山 和 宏

3 田 中 義 英

4 遠 藤 公 久

5 中 神 百 合 子

6 奥 原 秀 盛

7 太 井 賢 一

□ 田 中 マ ユ ミ

9 鷹 藤 衣

10 内 山 由 美

11 清 野 吉 雄

12 松 村 行 雄


